
皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

名
称

白
山

産
地
の
範
囲

石
川
県
白
山
市

酒
類
区
分

清
酒

生
産
基
準

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報

国
家
試
験

令
和
７
年
浄
化
槽
設
備
士
試
験
の
施
行
に
つ
い
て

浄
化
槽
法
（
昭
和
58年
法
律
第
43号
）
第
43条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
７
年
浄
化
槽
設
備
士
試
験
を
次
の

と
お
り
施
行
す
る
。

な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
同
条
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
益
財
団
法
人
日
本
環
境
整
備
教
育

セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。

令
和
７
年
３
月
31
日国
土
交
通
大
臣
中
野
洋
昌

１
実
施
期
日
令
和
７
年
７
月
13日
（
日
）

２
実
施
場
所
宮
城
県
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府

及
び
福
岡
県

３
受
験
手
数
料
31700円

４
受
験
手
続


受
験
申
請
受
付
期
間
令
和
７
年
４
月
１
日（
火
）

か
ら
令
和
７
年
５
月
20日
（
火
）
ま
で


受
験
申
請
の
受
付
機
関
公
益
財
団
法
人
日
本
環

境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー

〒
130

0024
東
京
都

墨
田
区
菊
川
二
丁
目
23番
３
号
電
話
番
号
（
03）

3635局
4881番

h
ttp
s://w

w
w
.jeces.o

r.jp


受
験
申
請
方
法
４

の
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
こ
と
。

５
受
験
票
の
送
付
受
験
票
は
、
４

の
機
関
か
ら
直

接
受
験
者
に
送
付
す
る
。

６
合
格
の
発
表
令
和
７
年
８
月
下
旬
に
合
格
者
を
４


の
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
掲
示
場
に
掲

示
す
る
。
令
和
７
年
９
月
中
旬
に
官
報
で
公
告
し
、
本

人
に
合
格
し
た
旨
を
通
知
す
る
。

７
そ
の
他
受
験
手
続
等
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
、
４


の
機
関
に
て
行
う
。

諸

事

項

酒
類
の
地
理
的
表
示
を
変
更
す
る
件

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
28年
法
律
第
７
号
）
第
86条
の
６
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
定
め
た「
酒
類
の
地
理
的
表
示
に
関
す
る
表
示
基
準
」

（
平
成
27年
10月
国
税
庁
告
示
第
19号
。
以
下
「
表
示
基

準
」
と
い
う
。）第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
地
理
的

表
示
を
変
更
し
た
の
で
、
表
示
基
準
第
８
項
の
規
定
に
基

づ
き
公
告
す
る
。

令
和
７
年
３
月
31
日
国
税
庁
長
官
奥

達
雄

証
票
無
効

海
上
保
安
官
の
証

第
04
1360号

矢
田
敏
行
名
義
分

有
効
期
限
2034年

５
月
31日

令
和
７
年
３
月
16日

紛
失

上
記
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
事
故
発
生
の
日

以
降
無
効
と
す
る
。

令
和
７
年
３
月
31
日

海
上
保
安
庁

海
老
原
廣
志

木
内

汎
司

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
二
月
二
十
七
日
）今

泉

和
弘

正
七
位
に
叙
す
る
（
二
月
二
十
八
日
）

久
野

正
喜

正
七
位
に
叙
す
る
（
三
月
二
日
）

〇
叙
勲

川
人

信
昭

玉
城

克
義

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
二
月
二
十
日
）

鈴
江

延
嘉

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

井
上

忠
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
二
月
二
十
一
日
）

菊
池

弘
治

高
田
大
一
郎

千
葉

孝
雄

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
二
月
二
十
二
日
）

渡

正
俊

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

鈴
木

修
一

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
二
月
二
十
三
日
）

下
川

政
彦

（
鳥
取
大
学
名
誉
教
授
）

平
井

和
光

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

大
久
保
敬
一

大
槻

正
明

菅
野

保
孝

菅
野

利
一

鈴
木

泰
弘

高
畑

弘

成
田

守
行

兵
藤

利
正

前
田
輝
代
治

山
根

壯

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

伊
川

禮
紀

大
原

正
博

前
川
萬
次
郎

森
本

隆

門
真

英
則

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
月
二
十
日
）

高
橋

洋
二

田
上

定
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

加
藤

泰
世

北
見

勇

清
川

芳
人

坂
倉

久
義

坪
山

健
一

中
井

芳
秋

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岡
本

博
彦

小
島

一
男

佐
古

幸
雄

菅
原

健
治

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
月
二
十
一
日
）

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

山
下

彰
一

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

橋
本

幸
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

遠
藤

守

齊
藤

勲

佐
藤

静
夫

館

守

羽
切

廣
和

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

足
立

克
己

石
塚

充

浦
谷

義
信

小
林

和
久

名
直
憲
太
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
月
二
十
二
日
）

（
北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

石
井

仁

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

赤
池

潔

星
野

修

松
田

貴
仁

渡
部

民
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
平
田
尊
美

榊
原

耕
蔵

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
月
二
十
三
日
）

海
老
原
廣
志

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
二
月
二
十
七
日
）

今
泉

和
弘

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
二
月
二
十
八
日
）

久
野

正
喜

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
三
月
二
日
）

歓
迎
行
事

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
三
月
二
十
五
日
午
前
九
時
二
十

二
分
、
皇
居
に
お
い
て
行
わ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
閣
下

及
び
同
令
夫
人
の
歓
迎
行
事
に
御
臨
場
に
な
っ
た
。

御
会
見

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
三
月
二
十
五
日
午
前
九
時
四
十

一
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
閣
下
及
び
同

令
夫
人
と
御
会
見
に
な
っ
た
。

宮
中
晩
さ
ん

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、三
月
二
十
五
日
午
後
七
時
三
分
、

ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
閣
下
及
び
同
令
夫
人
の
た
め
、
宮
中
晩

さ
ん
を
お
催
し
に
な
っ
た
。

法

務

公
証
人
任
免

東
京
法
務
局
所
属
公
証
人
白
濱
清
貴
は
願
に
よ
り
公
証

人
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

長
谷
川
保
は
公
証
人
に
任
命
さ
れ
、
東
京
法
務
局
所
属

公
証
人
白
濱
清
貴
の
後
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。（
以
上
三
月
十

七
日
）（
法
務
省
）


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